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「よくなりたい」 という心の灯
ひ

を大切に 
 

１学期が終わろうとしています。小学校での学習は、生きていく力の土台
ど だ い

づ

くりです。子どもたちにとっては、毎日の授業で、新しい自分に気づく日々が続

いていたことと思います。ふり返
かえ

ってみれば、「できたよ」、「がんばったよ」、「わ

かってきた」など、心はずむ場面
ば め ん

をたくさんつくることができたのではないでし

ょうか。 

 「できたり、がんばったりしたことばかりじゃないよ」、「できなかったことも

あるよ」、このような気持ちの人もいるでしょう。  でも、大丈夫です。この気持

ちは、「自分は成長
せいちょう

したい」「よくなりたい」という前向きな心があらわれている

のです。 

人それぞれ、自分のリズムやペースがあります。少しずつ違
ちが

います。今できな

くても、いずれできるようになると信じて、こつこつと焦
あせ

らず努力していきましょう。 

その「努力
どりょく

しようとする心」が、「生きていく力」です。 

 集団
しゅうだん

で学習するために、学校には時間割というリズムやペースがあります。

「それにあわせてきたけれど、ちょっとしんどいや」とか、「走り続けるのを、ちょ

っと休みたい」、ということがあると思います。そんな時は、勇気を出して、身近

な大人に頼
たよ

ってほしいです。よくなりたいという心の灯は、ときには大人に守っ

てもらう必要があります。大人は、将来
しょうらい

を担
にな

う子どもたちが健
すこ

やかに育つこと

を心から願
ねが

っています。 
 

読書で心を広げるには ―― はばひろく読みましょう 

この夏休み、コロナ禍
か

の中で、外出
がいしゅつ

にはとても気を使いますが、子どもたちに

は、さまざまなモノや人との出会いを、大切に過
す

ごしてほしいと願っています。 

簡単に作者や筆者と出会い、対話
た い わ

ができるのが本です。いろいろな本の世

界に飛び込んでみましょう。 

また、本を読んだときに、その本がきっかけで、心に浮
う

かんだり考えたりする

ことが、必ずあるはずです。その心の動きを書き留
と

めておきましょう。読書のた

びに書き綴
つづ

っていく、自分だけの「読書ノート」をつくることをお勧
すす

めします。 

読書ノートに自分の思いを記録しておくと、後でノートを読み直
なお

したときに、

作品の内容だけでなく、読んだ時の感動
かんどう

などもよみがえってきます。さらにそこ

から考えを深
ふか

めたり、新たなことに気づいたりすることもあるのです。 

書くことは、自分をふり返る時間を作ることにもなります。このノートは、自分

の心の成長を応援
おうえん

してくれるものです。  

心を豊かにすることって、こういうことなのかな？ という瞬間
しゅんかん

が体験できます。 
 

☆児童のみなさんは、夏休み中も、毎日「心の天気」への入力を続け

ましょう。 

１学期のあいだ、毎日、児童はタブレット上の「スクールライフノート」にある

「心の天気」の入力を続けてきました。ご家庭におかれましては、体温の計測

なども含め、ご協力いただき、大変にありがとうございました。 

夏休みに入りますが、児童のみなさんは、これまでの習慣を続けていく意味

でも、夏休み中も引き続き、体温の記録も含めて、心の天気への入力をお願い

します。 

また、これまで入力忘れがあった人は、習慣づけられるよう、がんばってくだ

さい。 

「心の天気」は、児童自身が自分の心の状態を客観的に振り返るきっかけ

になるものとして、有用であると考えます。夏休み中は、特に生活リズムを自己

管理することが求められます。その一助ともなります。また、新学期に入る際に、

学校の軌道に生活のリズムを戻す際にも役に立ちます。 

保護者の皆様からも、毎朝の、ほんの少しの時間、児童が自分でタブレット

を開いて入力するようにご指導をお願いいたします。 

＜うらにも記事があります＞ 

  

＜西長尾小学校のめざす児童像＞ 

１．心豊かな子ども（自他を大切に 

する、思いやりのある子ども） 

２．深く考える子ども（自ら学び、

考えて行動できる子ども） 

３．心身ともに健康な子ども 



＜夏休みの自由宿題〔作文コンクールへの応募〕の紹介＞ 

7月 19日～20日午前 11時までの間に  

校長室前の自由宿題コーナーに原稿用紙とおしらせを用意します。 

下の作文コンクールへ、学校からまとめて応募します。 ※複数応募することも可能です。 

   

①第 40回人権啓発詩・読書感想文募集 

☆日常の生活の中で体験したことをもとに、思いやりを持ってお互いを大切にすること、 

人権を守ること、差別のない社会をつくることの大切さなどで考えたことや感じたこ 

となどを題材にしてください。 

   ・主催/大阪府・大阪府教育委員会・人権啓発推進大阪協議会(愛ネット大阪) 

＜原稿用紙３枚以内＞ １行目に題名、２行目に学校名・学年・名前を書く 

    表彰：令和４年１月の予定  

 

②第 71回 社会を明るくする運動 作文コンテスト 

☆日常の生活の中で体験したことをもとに、犯罪や非行のない地域社会づくりや 

犯罪や非行をした人の立ち直りについて考えたことや感じたことを題材にしてください。 

・主唱/法務省 枚方・交野地区「第 71回社会を明るくする運動」実施委員会  

 担当 枚方・交野地区保護司会 

＜専用原稿用紙３枚〜５枚（最低３枚は必ず）＞  

１行目に題名、２行目に学校名・学年・名前を書く 

入賞発表：秋の予定 （応募者全員に記念品贈呈あり） 

 

③第 15回「いつもありがとう」作文コンクール 

☆日常の生活を振り返りながら、いつもお世話になっている家族への感謝の気持ち 

  を作文に書いてみましょう。 

<原稿用紙３枚まで＞ １行目に題名、２行目に学校名・学年・名前を書く 

  ・主催/朝日学生新聞社 シナネンホールディングスグループ 

    後援/朝日新聞社 文部科学省 

入賞発表：11月 26日Webにて 

 

④第 24回「木のあるくらし」作文コンクール 

☆木や、木でできたものと私たちの生活や社会との関係について、日常生活の中で 

考えたり感じたりしたことを題材にしてください。 

＜B4横/縦書きの原稿用紙３枚まで＞ １行目に題名、２行目に学校名・学年・名前を書く 
・主催/一般社団法人 日本木造住宅産業協会 

後援/国土交通省・文部科学省・農林水産省・環境省・外務省等・朝日学生新聞社 

受賞発表：10月 30日Webにて （参加賞あり） 

応募を希望する児童は、自由宿題コーナーにあるおしらせと原稿用紙を持

ち帰ってください。その際に応募予定者の欄に名前を記入してください。 

提出締め切りは、8月 25日です。担任の先生に提出してください。 
 

 

日 曜日 行事予定 備考 

13（金）～ 

   15（日） 
学校閉庁日    

21 土 校内清掃（9:00～） 防災訓練前日準備（15 時～）   

22 日 コミュニティ協議会防災訓練（9:00～12:30）   

 ～8 月 24 日（火）まで夏季休業期間 

25 水 始業式 大掃除 図書返却週間  （12：00 下校予定）   

26 木 給食開始  (4h 授業)   作品展 （13：15 下校予定）   

27 金 作品展    （4h 授業）        （13：15 下校予定）   

28 土 いきいき   

29 日 

 
  

30 月 作品展   

31 火 班長会 図書完全返却   

日 曜日 行事予定 備考 

3 金 避難訓練（風水害）・大阪 880 万人訓練   

6 月 口座振替① 図書貸出開始    

7 火  児童朝会  心の教室   

8 水 4～6 年 6ｈ授業（委員会）   

14 火  児童朝会  心の教室   

15 水 4～6 年 6ｈ授業（クラブ）   

16 木 
口座振替②   

5年 宿泊学習 放課後自習教室 
  

17 金 5年 宿泊学習 放課後自習教室   

22 水 秋の交通安全運動   

24 金 秋の交通安全運動   

28 火 心の教室   

29 水 授業参観（２、３限目） 詳細は後日通知します。   

 

 

 

 ☆ ９月のおもな予定  

☆ ８月の予定 


